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昭和6
（1985

市の人ロニ

（昭和60年3月1日現在）

51，774世帯（前月比58世帯増）

163，572人（前月比78人増）

81，346人

82，226人

世帯数

人口

男

女

第696号

漢
字
で
住
民
票
を
作
成。

…
。
、
。
：
…
。
…
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が
本
格
稼
一

・ － － － ミ ー

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
」
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
情
報

に
関
連
す
る
各
所
属
課
と
市
民
課

と
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
昭
和
五
十
九
年
五
月
か
ら

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
の
開
発

を
進
め
て
来
ま
し
た
。

市
は
将
来
、
嵯
民
情
報
シ
ス

テ
ム
”
の
確
立
を
目
標
と
し
て
お

ただ今配布中

り
、
今
後
は
そ
の
中
核
を
改
す
「
住

民
記
録
シ
ス
テ
ム
」
と
税
、
国
保
、

年
金
な
ど
の
個
別
の
シ
ス
テ
ム
と

有
機
的
な
結
合
を
図
り
、
よ
り
効

率
的
な
行
政
の
推
進
を
目
指
し
て

い
く
予
定
で
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
重
に
保
護

「
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
」
の
稼
働

を
機
に
、
今
後
市
役
所
内
で
の
電

算
化
は
一
層
広
い
分
野
に
及
ん
で

い
く
こ
と
に
な
り
毒
了
。

住民記録システムの仕組み

市
で
は
、
個
人
情
報
の
保
護
を

図
る
た
め
に
、
三
月
一
日
付
で
「
宇

治
市
電
子
計
算
組
織
に
係
る
個
人

倫
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
」
と

昭
和
六
十
年
度
版
の
『
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
』
（
Ａ
4

版
四
十
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
刷
り
）

は
、
た
だ
今
各
町
内
（
自
治
）
会

長
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
配
布

中
で
す
。
町
内
（
自
治
）
会
に
加

入
し
て
い
な
い
人
は
、
市
役
所

広
報
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く

か
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
四
月
末
日
ま
で
、
宇
治
‘

市
文
化
セ
ン
タ
ー
各
館
（
折
居

台
一
丁
目
）
や
宇
治
公
民
館
（
宇

治
里
尻
七
一
－
九
）
、
木
幡
公
民
。

館
采
幡
内
畑
三
四
－
七
）
、
小

倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺
内
九
一
）

に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
置
い
て
い
ま
・

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

「
牢
治
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
規
程
」
盈
蚕
し
公
布
し
ま

し
た
。コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
記
録
で
き

な
い
事
項
と
し
て
（
’
）
思
想
、
信
条
、

宗
教
に
関
す
る
事
項
9
ハ
種
や
社

会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
事
項
④

犯
罪
に
関
す
る
事
項
ｅ
個
人
的
秘

密
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
事

項
－
を
明
記
。
個
人
情
報
の
外
部

へ
の
提
供
に
つ
い
て
も
厳
し
い
制

限
を
設
け
、
国
や
他
の
地
方
公
共

団
体
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の

結
合
盆
ｍ
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
個
人
情
報
の
管
理
委
員
会
等

を
設
置
し
、
組
織
的
に
適
切
な
デ

ー
タ
の
管
理
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
毒
丁
。

ま
た
市
民
課
で
は
、
端
末
機
を

扱
ケ
職
員
に
暗
証
番
号
（
パ
ス
ワ

ー
ド
）
を
設
定
し
ま
し
た
。
端
末
機

は
暗
証
番
号
今
ハ
カ
し
な
い
限
り
、

操
作
で
浙
な
い
ぷ
つ
に
な
っ
て
い

乖
ｙ
。
業
務
上
、
他
の
課
の
職
員

が
操
作
す
る
場
合
に
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
の
暗
証
番
号
が
使
用
さ
れ

ま
す
。
こ
の
握
尼
は
、
検
索
以

外
の
処
理
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。こ

の
ぷ
つ
に
市
で
は
、
・
市
民
の

皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護

す
る
た
め
の
厳
重
な
対
策
を
講
じ

て
い
未
了
。

手
び
芦
は
、
五
十
九
年
度
版
か

ら
発
行
。
市
の
行
事
予
定
や
税

の
納
期
、
ま
た
市
の
主
な
施
設

案
内
、
予
防
接
種
な
ど
の
保
健

予
防
日
程
表
、
各
種
相
談
案
内

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
家

族
の
予
定
や
出
来
事
な
ど
を
記

入
す
れ
ば
、
我
が
家
の
一
年
の

記
録
と
し
て
も
保
存
で
き
ま
す
。

6
1
年
度
版
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

掲
載
写
真
を
募
集

六
大
年
度
版
「
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
の
掲
載
写

。
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
…
「
四
季
を
通
じ

た
市
民
の
ふ
れ
合
い
」
。
市
の
行

事
や
観
光
行
事
な
ど
を
通
じ
て
、

市
民
の
ふ
れ
合
い
の
様
子
奎
孚

節
感
掌
八
れ
て
▼
応
募
資
格
・
・
・

市
民
と
市
内
に
通
勤
・
通
学
す

る
人
▼
規
格
・
：
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
（
キ
ャ
ビ
ネ
）
一
人
一
点
（
原

版
ポ
ジ
ー
ネ
ガ
も
同
時
提
出
）
。

未
発
表
の
新
し
い
作
品
で
単
写

真
▼
受
付
期
間
・
：
昭
和
6
1
年
1

月
6
日
間
～
1
8
日
出
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
広
報
課
（
き
⑩
3
1
4

1
）
へ
。
（
広
報
課
）

▲消火バケツも多数購入（手前は、

クラブ旗の収納ケース）

こ
の
ほ
ど
、
笠
取
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
（
高
谷
久
恵
委
員
長
）
に
、

ｊ
財
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
（
土
屋

ぐ
佳
照
理
事
長
）

か
ら
、
コ
ミ
ュ

防
災
面
で
の
不
安
が
多
く
、
災

害
発
生
時
に
は
地
域
住
民
で
応

急
の
対
応
が
で
き
る
ぷ
つ
、
各

種
資
機
材
の
憚

ニ
テ
ィ
ー
災
害

用
資
機
材
購
入

・
の
た
め
の
二
百

万
円
が
助
成
さ

れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
笠
取
地

・
域
の
自
主
防
災

活
動
を
よ
昨
二

Ｉ
層
高
揚
さ
せ
る
・

こ
と
を
目
的
に
、

自
治
宝
ぐ
じ
の

笠取婦人防火クラブに

200万円を助成

山
間
部
に
位
置
し
、
市
内
中

心
部
よ
り
遠
隔
の
笠
取
地
域
は
、

（財）自治総合センターから

え
付
け
が
強
く

望
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
助

成
金
ぶ
立
取
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ

は
三
月
八
日
に
、

給
水
タ
ン
ク
、

災
害
多
人
数
用

救
急
箱
、
担
架
。

ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
、
発
電
機
、

投
光
器
な
ど
多

数
を
購
入
。
笠

取
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
の
備
品
と
し
て
、
同
地
域

で
の
災
害
発
生
時
に
は
、
大
き

な
威
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
ず
。
（
消
防
本
赳

429

60年版「市民カレンダーと手

びき」

住民記録システムが

稼働
3月4日から市民課で

行
政
の
Ｏ
・
Ａ
化
推
進
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▲検診で健康のチェックを怠りなく（昨年め結核検診会場で）

ｌ”…………ｌ………ヅ…‘｀－＾‘’ｉ‘ｊＴ’キＩＪト＜）線

結核検診の受診票（当日会場にもあります）

検診日 年月日 Ｘ線番号

住所 宇治市 電話

ふりがな氏名 男

女
明・大・昭年月日生（歳）

既

往症

結核歳頃治療期間（）部位右（上、中、下）

肋膜炎歳頃治療期間（）左（上、下）

その他

▼
検
診
内
容
…
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
。

▼
対
象
・
：
1
5
歳
以
上
の
市
民
（
費
用
は
無
料
）
。

▼
受
診
…
右
の
受
診
票
に
一
人
に
つ
い
て
一

枚
記
入
の
上
、
直
接
会
場
へ
（
食
品
業
の

人
は
定
期
健
康
診
断
時
に
、
結
核
検
診
も

併
せ
て
行
い
ま
す
）
’
。

▼
検
診
会
場
と
日
程
…
左
表
。

▼
注
意
事
項
…
○
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
疑

い
が
あ
る
人
は
受
診
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
受
診
時
は
金
具
そ
の
他
付
属
品
が
付
い

た
衣
類
の
着
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

その他検診事業の一覧

興・■・■■個・個－一個－一個－－・晶・幽■噛ｉ■■血■■－■■■■■■■■■－■■■■・■・Ｗ－・一興－■一興一興－－－・尋弔・－－－－一個番－－－－一晶晶■一仙晶ｂ血－－－・■■－

結核検診の受診票（当日会場にもありますト

‥

検診日 年月日 Ｘ線番号

住所 宇治市 電話

ふりがな氏名 男

女
明・大・昭年月日生（歳）

既

往症

結核歳頃治療期間（）部位右（上、中、下）

肋膜炎歳頃治療期間（）左（上、下）

その他

検診名 検診内容 対象

一般

健康

診査

‘一般診査
問診・血圧測定・尿検査・

聴打診・身体測定 40歳

以上

精密診査
一般診査の結果必要と認

められる人に、心電ｉａ・血

液検査・血糖・眼底検査

胃ガン検診
問診・バリウム造影Ｘ線

で6方向か．ら検査

401

子宮ガン検診 内診・問診・視診・細胞診
30澄

上

乳ガン検診 問診・視診・触診
30歳

以上

す
す
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う

※60年度の実施日程など詳しくは市政だよＩ）5月

21日号に，掲載します。ト

日程・会場

時間 会場

10時半～日時半大開小学校

13時半～14時半西大久保小学校

尚㈱尚毒家士叛服｜奉幸診示談毒示

13時半～Ｉ4時神明小学校

13時半～14時半城南荘集会所

］言言……跨ギ：，Ｊｊ‘，ｌｊ：嫉毒願聳示示談

9時半～10時 中宇治老人園芸ひろば

ｉｏ時牛～日時牛ユニチカ蔭山社宅集会所

9時半～10時 宇治公民館（市民会館）

13時半～15時 保健医療センタ，

10時半～日時 宇治市文化センター

14時牛～15時半宇治保健所

13時半～15時 保健医療センター

＼時半～15時 善法集会所

13時半～14時 県神社

Ｍ時牛～Ｉ5時半総合福祉会館

13時半～14時 野神集会所

言根三嘉言ョ町｀Ｒ
■ｊｒ．¶ｊ■ｒ・．・ゝ、『｜｀・．｀．「・ｙ」卜地卜区

卜回説示言言言Ｒ

・，：．．、ＥＳ・｀、・；…；．：；……：，，，，’●’・‥″・：゛1ッ

9時半～10時 横島クレーンガレージ

10時半～日時半－ノ坪集会所

9時半～10時 袱島小学校

10時牛～日時半紫ヶ丘公民分館

9時半～10時 宇治市農協槙島支所

9時半～10時 楓島中学・校

爪東光食言暫 ｀藤毒嫉回丿年｜｜示談沁

9時半～10時半レストランアルファ駐車場

日時～正午 西小倉集会所

Ｉ3時半～Ｉ4時半小倉幼稚園

9時半～＼ｏ時半小倉小学校

9時半～ＩＯ時（宇治市立）堀池集会所

10時半～日時牛西友ストアー宇治店前．

卜漸毎白㈱Ｕ頻頻朧朧示談妻回

Ｉ3時半～Ｉ4時半名木集会所

13時牛～Ｉ4時半西小倉幼稚園

日時～日時半 西宇治中学校

13時半－14時半伊勢田神社

10時半～日時半伊勢町小学校

Ｉ3時半～Ｉ4時半西小倉小学校

まと上2ブ
す｀かヲリ

ヤ真Ｚら気あ
まつ川おの
た正4下ｔよ

ノ一面2の。。い

愛れこ方9日9
宕ご愛宍をに

ヽ
や
海
尉
の

山ｉ宕2な
の山ｉが上2が．め

か見4まらえす

も
、
宇
治
橋
の
あ
た
り
が
よ
く
見

え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

む
か
し
、
そ
の
愛
宕
山
に
は
、

が
樹
の
て
ん
ぐ
が
卦
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。
て
ん
ぐ
と
い
う
の
は
、

も
ち
ろ
ん
空
想
上
の
も
の
で
す
が
、

む
か
し
の
μ
た
ち
は
、
て
ん
ぐ
が

ち
ょ
う
の
う
り
ょ
く
も
‘
き
よ
『
超
能
力
を
持
っ
て
お
り
、
清
ら
か

な
山
の
中
に
住
ん
で
、
そ
の
山
を

守
っ
て
い
る
神
さ
ま
の
よ
う
な
も

の
だ
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

愛宕のてんぐと・

朝日山

あ
る
と
き
ヽ
獄
が
岨
の
て
ん
ぐ

た
ち
が
、
加
恕
べ
を
は
し
め
た
こ

で
す
。
さ
し
づ

ら
よ
う
の
う
り
ょ
く
凛
よ
う
ぎ

超
能
力
競
技

か滝乱幅てれで
し
ょ
う
。

せのや｀ぞ
た流訓す深ふれ

りれ・もい自と

そ
れ
ら
の
こ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
て
ん
ぐ
が
で

き
る
こ
と
で
し
た
か
ら
、
だ
れ
も
客
以

し
た
り
、
お
も
し
ろ
が
っ
た

り
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑩

ひ
と
り
と
こ
ろ
が
、
二
人
の
て
ん
ぐ
が

あ
さ
ひ
み
な
み
ほ
う
の
Ｉ
朝
日
を
南
の
方
か
ら
昇
ら
せ
て
み

せ
よ
う
と
1
つ
た
の
で
す
。
そ
れ

き
お
ど
ろ
を
聞
い
た
て
ん
ぐ
た
ち
は
驚
き
ま

あ
さ
ひ
ひ
が
し
の
Ｉ
し
た
。
朝
日
は
東
か
ら
昇
る
の
に

き
。
。
て
と
ど
決
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
手
の
届
か

と
お
な
い
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で

す
か
ら
、
と
て
も
で
き
な
い
こ
と

お
し
だ
と
思
っ
た
・
の
で
す
。

で
も
ヽ
荊
ら
せ
る
と
訃
っ
た
て

し
ん
け
ん
、
ん
ぐ
は
真
剣
で
し
た
。
け
ん
め
い

い
の
に
お
祈
り
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

や
が
て
ヽ
穆
呼
け
が
ぶ
づ

や
が
て
。
夜
明
け
が
近
つ
い
て
き

ま
し
た
。
空
が
し
だ
い
に
明
る
く

な
っ
て
き
ま
す
。
す
る
と
は
と
か

二ベ：

こ
ＪＷ

う▽治Ｃ南1
山ｉ川むの

かの方腎
ら上引こ

｀に白ｋ
朝雲あく

日・るフ留
が今ｙつ

静斗木あて
かのみ
に山靴え

孝将とる
りい宇う

は
じ
め
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

て
ん
ぐ
た
ち
は
、
こ
れ
は
と
て

も
て
ん
ぐ
の
超
能
力
で
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
ぶ
の
雌
に
は
ヽ
匝
余

た
ち
よ
り
も
は
る
か
に
す
ぐ
れ
た

神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
て
ん
ぐ

の
枇
り
を
節
い
て
く
だ
さ
っ
た
の

に
ぢ
が
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

い
ま
き
み
ね
あ
さ
ひ
そ
の
の
ち
今
木
の
峰
は
、
朝
日

耐
と
ゆ
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や

じ
め
い
ざ
ん
ひ
と
治
の
名
山
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

（
歴
史
資
料
館
）

し
て
運
用
利
子
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
こ

て
い
ま
す
。
保
険
料
は
、
国
民
年
一
月
一
日
に
逆
上
っ
て
、
医
療
費
助

一

ろ
え
ま
し
た
。

で
で
す
。

期
間
は
四
月
末
ま

（
中
央
図
書
館
）

430

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

費用は無料

結核検診が始ります

4月8日から市内62会場で

結核検診の実施

要項
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昭和60年度結核検診の

月日 時間 会場 月日

回］ｊ三
説示］治漸漸白熊瀕頻頻総説炎毒

5月10日（金9
4月15日（月）9時半～10時半 宇治ショップセンター

4月16日（火）
日時～正午 六地蔵公会堂 回1万示指回｜

13時半～15時 木幡公民分館 4月15日（月）

4月25日俐
9時半～ＩＯ時半御蔵山小学校 4月26日金

日時～正午 東宇治高’校
万俗談……ＪＩ°Ｊ，

4月26日面 9時牛～10時半木幡中学校
4月9日（火）

1ル｜言京｜
‘．．

ズ11Ｕ万鮒彩回霧鋲紀律示談訃示談

4月8日（月）
10時半～日時 東宇治幼稚園

4月12日面
13時半～14時 岡屋小学校

4月15日（月）日時～日時半 青少年文化研修道場 4月19日幽

4月23日（火）
10時半～日時 京都生協東宇治組合員センター4月Ｉ5日（月）

13時半～14時半南部小学校 4月19日吻

4月25日俐
13時半～14時 明星保育園 4月22日（月）

ｌ4時半～15時半南部福角集会所
4月24日出

5月7日肉 13時半～14時半宇治小学校
・白Ｅ詰

言難難廉難巣鯨厘識顕示白子 5月8日伽

4月8日（月）
9時半～ＩＯ時 宇治製薬Ｉ（Ｋ．

14時半～15時半三・室戸集会所
4月ｌｏ日南

5月7日（月）
9時半～］Ｏ時 下岡建設事務所

10時半～日時半明星集会所
4月17日伽尚゜｜゜

，

ｌ

ｊ，；，

ｌｌ

ｌｉ，゜，：1’｜゜轟葎：湊爽東：｜藤Ｊ：ＪＪＩＥ11席ＪＩ，，：ｊＪＩＩ：，111，，・1，ＪＪＪＩＪ，ｌｉｌ，1，ｊｌ

4月22日（月）日時半～正午 中谷さん宅前 4月23日（火）
Ｕ

。

万万

，

亘回Ｗ回戦尚尚ｊｊ
回万万ｊ縛尚尚尚三尚渋渋片荷三

5月9日南

4月22日（月）13時半～14時 桂甫店前
：ｈ’．ｊ・ｊ’’｀｀Ｖ．・・：

参驚竃万ｊｌ三熊丿自嫉ｎ訃］権幸佛回宍ｌｊ……ｌ
ｉ

：ニミｌｆｌｌ＝ｆ：゜Ｊｌｌｉこ12；，1°1；111

4月日日俐
4月16日（火）9時牛～ＩＯ時半炭山陶芸村

説示苦渋｜兼言漸蕃家言嫉竃説示尚尚尚尚 4月17日團

4月22日（月）10時～10時半 笠取小学校 4月18日床

言談言ｊ＝＝漸漸｜謙灘剛雍案筆示］白ｊｍＵ＝’11．’‘．1｀ｌｌＪ5月8日｀團

5月8日團 14時半～15時半開公，民分館 5月9日困

5月ＩＯ日面 9時半～ＩＯ時南陵集会所
万万診回………：ｌ゛：

：

言蒜言訃言嫉昶孵屎丿嫌≪ｒ遥齢訃言言言万1
4月9日（火）

4月川日俐 13時半～ｌ5時 大久保小学校 4月ｌＯ日伽

4月12日面 10時半～日時牛天理教中背大教会・
4月18日俐

4月．19日圖9時半～ＩＯ時 広野中学校

4月24日南
9時半～ＩＯ時 旦椋公会堂 5月8日水

10時半～川時半平盛小学校 5月9日床

桜
の
花
の
ほ
こ
ろ
び
に
合
わ
せ

て
、
第
九
回
宇
治
川
さ
ぐ
ら
ま
つ

り
が
府
立
宇
治
公
園
中
の
島
一
帯

で
開
か
れ
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
4
月
1
3
日
則

1
4
日
面
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
、
府
立
宇
治
公
園
（
中
の
島
・

塔
の
島
）
と
観
光
セ
ン
タ
ー
。

（
催
し
物
》

▼
野
点
席
…
抹
茶
・
騏
・
茶
そ

4
月
1
3
日

1
4
日
塔
の
島
で

ば
（
雨
天
の
場
合
は
観
光
セ
ン

タ
ー
で
）
。

▼
炭
山
陶
器
ま
つ
り
…
陶
器
市
・

夕
ろ
ん
こ
広
場
。

▼
名
陶
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
・
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
、
観
光
セ
ン
タ

ー
で
。
’

▼
宇
治
川
先
陣
争
い
（
た
ら
い
舟

競
争
）
・
・
・
1
4
日
、
午
後
2
時
か

ら
。
出
場
者
を
募
集
中
。

▼
伏
見
清
酒
き
き
酒
大
今
：
午
後

▲今年も行われるたらい舟競争。出場者を募集中。

1
時
～
2
時
。
・

そ
の
ほ
か
、
植
木
市
、
ち
び
っ

こ
広
場
、
郷
土
物
産
展
示
即
売

コ
ー
ナ
ー
、
地
場
産
品
即
売
コ

ー
ナ
ー
、
模
擬
店
、
露
店
、
煎

茶
接
待
な
ぺ

お
茶
券
（
名
陶
抽
選
券
、
京
焼

即
日
抽
選
券
、
陶
芸
教
室
参
加
券

付
吝
は
、
一
人
千
円
。
観
光
協

会
（
ａ
⑩
3
3
3
4
）
で
前
売
券

を
発
売
中
。
（
商
工
観
光
課
）

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

2
4
日
に
入
賞
者
表
彰
式

四
季
を
通
じ
た
宇
治
の
表
情
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
て
い
た
第
二
回

宇
治
市
観
光
写
真
コ
ン
タ
ー
ル
の

審
査
会
が
三
月
五
日
、
観
光
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

作
品
の
応
募
は
、
百
七
人
、
三

亘
干
三
点
と
昨
年
を
少
に
差
回

り
、
内
容
は
、
四
季
を
通
じ
た
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
作
品
が
出

揃
い
ま
し
た
。
審
査
は
、
写
真
家

の
浅
野
喜
一
吝
ん
、
加
藤
友
一
郎

さ
ん
、
高
橋
善
幸
さ
ん
に
よ
る
審

■㎜－・Ｗ 1 ゛ ｇ ｀ ～ Ｆ ● ● ● ● ｆ ・ Ｓ ｉ ｆ ミ ゛ｉｉ’”ＭＵＩ．
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堀内「月見茶会」宇治観光協会長賞。

昭二さ。ん（木幡南端）の作品。

査
で
、
’
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
（
囲
み
内
は
作
品
題
名
）

▼
推
薦
・
・
・
宇
治
市
長
賞
＝
山
本

栄
三
〔
太
陽
が
丘
大
プ
ー
ル
〕
、

宇
治
観
光
協
公
一
長
賞
＝
堀
内
昭
二

〔
月
見
茶
会
〕
▼
特
選
・
・
・
京
都
府

知
事
賞
＝
久
保
田
茂
〔
孝
罵
て

川
面
〕
、
京
都
府
観
光
連
盟
賞
―

小
西
保
〔
冬
の
宇
治
川
〕
、
宇
治

商
工
会
議
所
会
頭
賞
1
前
野
洋
一

〔
宇
治
川
の
鵜
（
ウ
）
飼
〕
▼
準

特
選
・
・
台
本
観
光
協
会
関
西
支
部

長
賞
＝
田
中
実
〔
薪
能
〕
、
天
王
・

寺
鉄
道
管
理
局
長
賞
＝
筆
谷
義
幸

〔
残
照
〕
、
京
阪
電
気
鉄
道
賞
＝

高
井
永
之
助
〔
朝
の
宇
治
川
㈲
〕
、

京
阪
宇
治
交
通
賞
＝
中
川
恵
次

〔
準
備
中
〕
、
京
都
写
真
材
料
商

業
組
合
賞
＝
中
村
典
和
〔
野
点
〕
、

▼
入
選
・
・
吾
ク
ラ
カ
ラ
ー
賞
土

原
正
信
、
馬
込
和
夫
ぶ
符
晋
一
、

北
川
恵
一
、
寺
本
正
文
、
大
西
敏

雄
、
南
部
良
平
、
中
村
典
和
、
人

見
登
、
松
尾
文
治
、
小
西
保
、
夏

至
満
雄
、
久
保
田
謙
二
、
田
中
均
、

寺
島
正
英
、
斉
藤
栄
一
、
安
達
貞

義
、
北
久
三
、
田
中
実
、
横
道
政

一
、
伊
藤
徳
三
、
田
畑
利
雄
、
江

口
勇
、
東
岡
国
晴
、
池
本
一
美
、

前
野
些
、
中
川
恵
次
、
梅
垣
雅

稔
。表

彰
式
は
、
三
月
二
十
四
日
圓
、

午
後
一
時
か
ら
観
光
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
未
了
。

《
入
賞
作
品
展
示
会
》

▼
と
き
・
全
一
場
・
・
・
3
月
3
1
日
面

ま
で
と
、
4
月
1
6
日
脚
～
2
5
日
俐

―
観
光
セ
ン
タ
ー
、
5
月
9
日
俐

～
2
3
日
南
＝
ポ
ル
タ
ー
ス
ト
リ
ー

ト
ー
ギ
ャ
ラ
リ
上
京
都
市
南
区
）
。

（
商
工
観
光
課
）

国
民
年
金
保
険
料
が
改
定

4
月
か
ら
月
額
6
、
7
4
0
円

昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
国
民
年

金
保
険
料
が
、
こ
れ
ま
で
の
月
額

六
千
二
百
二
十
円
か
ら
一
（
千
七
百

四
十
円
に
引
令
エ
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
に
必
要
な
財

源
は
、
’
保
険
料
と
国
庫
負
担
い
そ

金
の
財
政
が
健
全
に
保
た
れ
る
よ

う
配
慮
さ
れ
、
急
に
負
担
が
重
く

な
ら
な
い
ぶ
っ
に
段
階
的
に
引
き

上
げ
卵
れ
て
い
未
ｙ
。
な
お
、
付

加
保
険
料
は
、
穏
竹
四
百
円
の
ま

ま
で
す
。

六
十
年
度
国
民
年
金
・
保
険
料

納
付
通
知
書
は
、
四
月
十
七
日
頃

に
郵
送
し
ぶ
子
。
お
得
な
前
納
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
六
十
年

四
月
三
十
日
ま
で
に
一
年
分
の
保

険
料
を
前
納
す
る
と
、
八
万
八
百

八
十
円
か
七
万
八
千
九
百
三
十
円

に
割
り
引
か
れ
ま
ず
。（

保
険
年
金
課
）

社
会
保
険
相
談
所

年
金
や
健
康
保
険
な
ど
の
相
談

所
を
開
い
て
い
未
了
。
仕
組
み
や

手
続
き
な
ぺ
分
か
ら
な
い
こ
と

は
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
、
社
会
保
険
相
談
専
門
員

が
否
延
子
。
（
無
料
）

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
4
月
1
2
日

面
＝
木
幡
公
民
館
、
2
6
日
面
＝
宇

治
公
民
館
で
、
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
Ｌ
時
1
4
時
。

（
保
険
年
金
課
）

老
人
世
帯
な
ど
へ

健
保
一
割
負
担
の
助
成

昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
の
健

康
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
被
用
者

保
険
本
人
も
医
療
費
の
一
割
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
各
種
健
康
保
険
に
加

入
し
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

人
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の

助
成
制
度
（
福
祉
医
療
費
支
給
事

業
）
を
実
施
し
て
い
毒
ｙ
。
健
保

成
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
現

在
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
制
度
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

五
十
八
年
中
の
所
得
が
限
度
内
の

人
し
か
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
手
続
き
は
、
健
康
保
険
証

と
印
鑑
を
持
っ
て
、
福
祉
事
務
所

社
会
課
へ
。

＝
助
成
対
象
者
＝

（
老
人
）
：
ふ
6
5
歳
か
ら
6
9
歳

ま
で
の
所
得
税
非
課
税
世
帯
二

人
暮
ら
し
孝
合
老
人
世
帯
（
心

身
障
害
〈
児
〉
者
）
：
ふ
等
級
が
重

度
の
身
体
障
害
者
っ
重
度
の
精
神

薄
弱
者
Ｏ
等
級
が
三
級
の
身
体
障

害
者
で
中
度
の
精
神
薄
弱
者
（
6
5

歳
ま
で
）
（
母
子
家
庭
）
・
・
ふ
1
8
歳

ま
で
の
子
μ
も
Ｏ
小
学
生
か
痔
つ

母
親
。
（
社
会
課
）

交
通
遺
児
激
励
金

中
学
校
卒
業
時
に

市
で
は
、
交
通
事
故
で
親
等
を

な
く
し
た
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
の
た
め
、
交
通
遺
児
激
励
金

を
支
給
し
て
い
未
了
。

▼
支
給
内
容
…
中
学
校
卒
業
時

に
一
万
五
千
円
▼
申
請
・
・
・
3
月
2
3

日
出
ま
で
に
市
役
所
交
通
労
政
課

へ
。
（
交
通
労
政
課
）

中
央
図
書
館
・
特
別
展
示

春
に
ち
々
ん
だ
本

中
央
図
書
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）
こ
″
に
Ｅ
）
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
春

に
ち
な
ん
だ
本
の
特
別
展
示
と
貸

し
出
し
奎
竹
つ
て
い
未
1
。
＼

今
回
は
、
「
春
よ
こ
い
」
な
ど
。

日
本
の
お
話
を
は
じ
め
、
知
識
の

本
、
幼
児
用
の
絵
本
な
ど
多
数
そ

▲印は減

歴
史
資
料
館

展
示
室
の
休
室

歴
史
資
料
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）
で
は
、
「
特
別
展
示
」
の
準

備
の
た
め
、
四
月
一
日
向
か
ら
二

十
七
日
出
ま
で
、
展
示
室
を
休
室

し
ま
す
。

な
お
、
資
料
閲
覧
室
の
業
務
と

「
宇
治
市
史
」
・
「
宇
治
市
史
年

表
」
の
販
売
は
、
平
常
通
匯
行
っ

て
い
康
ｙ
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
（
歴
史
資
料
館
）

太
極
拳
体
操
教
室

▼
と
き
…
4
月
1
日
向
か
ら
6

ヵ
月
間
、
毎
週
月
曜
日
の
午
後
6

堕
Ｔ
8
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
簡
化

太
極
拳
▼
講
師
…
宇
治
太
極
拳
協

会
会
員
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
…
無
料
。
資
料
代
月
額

千
円
▼
服
装
（
女
性
は
ズ
ボ
ン
着

用
）
▼
申
し
込
み
…
宇
治
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
（
萱
⑩
2
3
1
5
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）
。

市
長
杯
争
奪

弓
道
大
会

▼
と
き
・
・
・
4
月
1
4
日
㈲
、
午
前

9
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
陸

上
自
衛
隊
開
西
地
区
補
給
処
、
弓

道
場
▼
競
技
内
容
＝
・
近
的
こ
而

の
個
人
戦
。
女
子
の
部
・
男
子
初

級
の
部
（
三
段
以
下
）
・
男
子
上

級
の
部
（
四
段
以
上
）
▼
参
加
資

格
・
：
市
民
、
市
内
通
勤
・
通
学
者

▼
参
加
料
…
社
会
人
四
百
円
、
学

生
二
百
円
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
…
3
月
3
0
日
ま
で
に
、
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
段
位
、
職
業
（
学
校
名
・

学
年
）
を
明
記
の
上
、
小
倉
町
蓮

池

1
0
9
－
1
5
、
河
野
弥
一
『
さ
ん
（
酋

⑩
3
0
2
7
）
へ
。

吊
民
体
育
課
）

経
済
特
別
講
演
会

▼
3
月
2
8
日
團
、
午
後
2
時
か

ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
▼
テ
ー
マ
・
・
・
財
産
運
営

管
理
と
金
も
う
け
の
秘
決
▼
講
師

・
：
経
済
評
論
家
、
邱
永
漢
さ
ん
▼

‘定
員
・
：
4
0
0
人
▼
受
講
料
・
・
・
無
料
▼

問
い
一
合
わ
せ
・
・
・
宇
治
商
工
会
議
所

（
豊
⑩
3
1
0
1
）
へ
。

（
商
工
観
光
課
）
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お買い

物のめ

やす

消費者

物価2

0（3

月分）

この公表価格は、3月初めに実施した消費生活モニ
ター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品名 規格
平均

価格
価格状況

最高価格最庭価格対前月比 対前年比

灯油
18ｅ店頭

円1．354 ％0．1 ％▲8．1

1，500
円1，200

1ｓｔ配達 1，410Ａ0．6▲・7．11，5001．300

ガソリン
レギュラー1£現金

売りＩ 142 10．1Ａ3．4145 127
ティッシュ

ペーノｉ－

400枚入1箱

（クリネックス・スコッテイ） 152 0．7Ａ2．6・228 100
台所用ラップサランラップ

30ｃｉｉｉＸ20ｍ 203▲5．1▲7．7238 98
アルミ

ホイル 25ｃｉｎＸ8ｍ 165 0 ▲2．9188 100
シャンプー 液体ポリ容器220ＣＣ花王エッセンシャル

237 0．3．0 290 230
洗濯用粉石けん
2．4ｋｇ 894 1．1▲1．7950 850

牛肉
すき焼用

中程度100ｇ 351 ▲0．6▲7．8398 255

塩さけ 切り身100ｇ 317 1．3 4．3 430 160
バレイショ 男吟100ｇ 18 5．9▲37．9 24 10

キャベツ中玉約ｌ．ｋｇ 95
▲20．≫ ▲71．4 148 70

鶏卵
Ｍサイズパック入

10（181 188▲5．5▲19．7 210 168

食用油 日清サラダ油ａ入Ｉ，650ｒ735 0．828．3798 495

しよう油
キッコーマン濃口

瓶入2ｔ 535 ▲0．4▲2．2580 498

砂一脩 上白1ｋｇ－－ 251▲3．8Ａ2．3288 128

小麦粉
日清小麦粉フラワー

Ｉｋｅ（薄力粉） 198 1．0▲5．3231 158
インスタント

コーヒー

ネスカフェ黒ラベル

瓶入150ｇ 986 5．7 0．21．088 945

みそ タヶヤミソ1ｋｇ344 0．3 5．2358 285

ｆｔ／ゞン
普通品1斤（スライスしたもの）

159 1．9▲7．6180 130

洗濯代
ワイシャツ白の長そで

147 2．84．3 170 120

春
さ
く
ら
ま
つ
り
へ



宇ｉ台ｍＷ（だよ・り
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職員の給与にうい‥

て、広く市民の皆さ

んに知うていただく

ため、昨年度に引き続き市職員の給与のあらましを公表します。市

職員の給与は、地方公務員法により定められた給与決定の原則に従

って、議会の議決を経て条例で定めています。つつ

59年度の国家公務員の給与改定が、改定率3．37％で実施されたのに準

じて、本市の職員給与も3月議会で改定されました。今回の公表数値は、

本市、国とも59年度の給与改定実施前のものです。なお、本市では、職

員給与の適正化を図るため、昭和60年度の定期昇給は行いません。

（｜）人件費の状況（普通会計決算）

区分
住尺越本ｉ≫ｔ≪Ｓ人口59．3．31・紬ｔ出吉沢’Ａ 実ｎ収支 人件賢Ｂ 人件費率（Ｂ／Ａ）

ｓ漂私人ｆ牛賢申

58年度 159，024人
千円27，093．091 千円782，520 千円7，469，142 ％ ％27．6・

※人件費には・、特別職、に支給される給料、報酬などを含む

（2）職員給与費の状況（普通会計予算） （60年1一月1日現在）

区一分・職貝数Ａ 給与費 1人当たり給与費（Ｂ／Ａ）
給料 職貝手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

59年度 1287人
千円3，432，479千円951，493 千円1，560，610千円5，944，582千円4，619

※（1）職貝手当には退職手当は含まない（2）給与費は現計予算額（60．1．1現在）

（3）職員の平均給料月額、平均給与月額と平均年齢の状況 （59年4月1日現在）

区分
－’般行・政職 技能労務職

平均給料月額 平均綸与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

本市
円220．231 円294，458 歳35．5 円223，624 ．円281，950 歳41．8

国
円213．340

－
歳40．1 円193，150

－
歳48．5

※国の一般行政職は行政職俸給表（－）、技能労務職は行政職俸給表（コの適用職員。な＝お
六国の平均給与月額は公表されていません。

（4）職員の初任給の状況 （59年4月1日現在〕

区分
宇治市 国

初ｆｆ：給 探用2年経過日袷料額 初任給 探用2年経過日給料額

一般行政職 大学卒 114，900円 127，100円 104，000円 114，900円
高校卒 96，600円 104，000円 87，700円 93，400円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （59年4月・1日現在）

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 201，947円 244，142円 292，200円

高校卒 173，842円 207，700円 255，030円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を

いう。上‥▽‥・、ト

（6）一般行政職の等級別職員数の状況 （59年4月1日現在）

区分 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 7等級 計

標準的な

職務内容

部長

，次長級

課長

主幹級
係長・主査と主事等

職貝数 22人 66人 209人 282人 65人 31人 Ｏ人 675人

構成比 3．3％ 9．8％ 30．9％41．8％ 9．6％ 4．6％ 0％ 100％

参考
1年前の構成比 2．8％ 9．8％ 31．6％ 39．6％ 9．9％ 5．9％ 0Ａ％ 100％

2年前の構成比 2．8％ 9．4％ 33．6％36．8％ 12．3％ 3．6％ 1．5％ 100％

※（1）本市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数。（2）標準的な職務内容とは、

それぞれの等級に該当する代表的な職名。十‥ニ

（7）昇給期間の短縮の状況

区分 全職貝 うち一般行政職 うち技能労務職

58年度

職員数（Ａ） 1．376人 666人 366人

普通昇給期間（12月）を短縮して昇給した職貝数（Ｂ）82人 35人 30人

比率（Ｂ）／（Ａ） 6．0％ 5．3％ 8．2％

57年度

職貝数（Ａ） 1．351人 649人 362人

普通昇給期間（12月）を短縮して昇給した職貝数（Ｂ）108人 45人 35人

比率（Ｂ）／（Ａ） Ｓ．0％ 6．9％ 9．7％

四
市
街
化
区
域
内
に
あ
る
農
地

に
は
、
固
定
資
産
税
と
都
市
計

国
税
が
宅
地
並
み
課
税
さ
れ
て

い
未
丁
。
さ
ら
に
今
回
昭
和
六

十
年
度
評
価
替
え
で
、
三
・
三
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
評
価
額

が
三
万
円
以
上
に
な
る
旧
Ｃ
農

地
は
、
宅
地
並
み
課
税
の
対
象

長期営農継続農地

申告は4月30日まで

と
な
り
求
ふ
、
「
長
期
営
農
継

続
農
地
」
と
し
て
の
認
定
を
受

け
れ
ば
従
来
ど
お
り
の
農
地
課

税
と
な
り
求
心
で
、
該
当
す

る
人
は
里
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
途
中
了
ｔ
の
農
地

を
転
用
・
譲
渡
（
収
用
の
握
に

は
除
く
）
す
る
と
、
逆
上
っ
て

宅
地
並
み
課
税
が
さ
れ
、
延
滞

金
も
加
算
さ
れ
未
了
。
ま
た
、

長
期
譲
渡
所
得
税
の
特
例
も
受

け
5
れ
な
ぐ
な
り
未
了
の
で
、

申
告
に
際
し
て
は
、
十
分
ご
注

意
ぐ
だ
さ
い
。

里
易
手
続
は
、
四
月
三
十

日
ま
で
に
「
長
期
営
農
継
続
農

地
里
暑
」
を
、
宇
治
市
農
業

委
員
会
（
市
役
所
内
）
ま
た
は

農
協
各
支
店
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
ぐ
は
、
資
産
税
課

（
霧
曹
1
4
1
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
資
産
税
課
）

（8）職員手当の状況

区分 本一市 国

刈末手当

勤勉手当

（58年度支給割合）

期末手当勤勉手当

6月期1．4月分0．5月分

12月期1．9月分0．6月分

3月期0．5月分一月分

計3．8月分1．1月分

（58年度支給割合）ノ

一一期末手当一勤勉手当

6月期1．4月分0．5月分

12月期1．9月分・0．6月分

3月期0．5月分一月分

計3．8月分1．1月分

退職手当

（支給率）自己都合特退・定年

勤続20年25．0月分45．0月分

勤続25年33．625月分57．6月分

勤続35年56．875月分81．9月分

最高限度額71．5月分81．9月分

（支給率）自己都合勧奨・定年

勤｀続20年21．0月分28．875月分

勤続25年28．375月分44．55月分

勤続35年48．125月分63．525月分

最高限度額60．0月分63．525月分

その他の加算措置制度なし その他の加算措置制度なし

退職時の勤続10年以上20年未満1号給

特別昇給勤続20年以上2号給

1人当たり平均支給額

自己都合242万円（平均勤続年数9年）

特退1，685万円（平均勤続年数22年）

退職時の原ａｉｊｉ号俸．特別の勧奨退職

特別昇給者2号俸

※（1）特退とは特別希望退職のことであり、年齢50歳以上または勤続20年以上の職貝をト

対象とする退職制度です。（2）退職手当の1人当り平均支給額は√58年度に退職しだ

全職種に係る職員に支給された平均額。なお√国の平均支給額は公表さｊれていませ
＝、ん。Ｉ＜∧‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

（59年4月1日現在）

調整手当

支給対象地域 宇治市内全域

支給率 8％

支給対象職貝数 1．383人

国の制度支給率． 3％ただし官署指定によＩ）9％支給官署あり・

支給対象職貝1人当たり平均支給年額（58年度決算） 218．658円

．特殊

勤務手当

（58年度）

’区分 全職種
職貝全体に占める手当支給職貝の割合 41．9％
支給対象職員1人当たり平均支給年額 70．080円
手当の種類（手当数） 19

代表的な手当の名称
支給額の多い手当 消防職員手当、．ごみ収集作業手当、屋外での直接労務手当

多くの職員に支給されている手当
技術職貝手当、消防職貝手当、ごみ収集作業手当

時間｀外
勤務手当

58年度
支給総額 322．774千円

職貝1人当たり支給年額 235千円

57年度
支給総額 283．807千円

職貝1人当たり支給年額 210千円

（59年4月1日現在）・

区分 ’内容 国の喊との顛 国の制度と異なる内容

扶養手当
配偶者12，300円、配偶者以外の扶養親族（子．その他）3，800円、配偶者のない

職貝の扶養親族1人目8，300円、
異なる

配偶者以外の扶養親族のうち3人目以上本市3，800円、国1，000円

住居手当
借家借間最高支給限度額14，300円、自己所有

家屋取得5年以内2，500円、取得5年以上1，000円

上記の対象者を含めて全職貝一律上積み1，000円

異なる
本市国の制度に一律上積み1，000円、
借家・借間の支給対象とならない家賃額本市3，000円以下．国9，000円以下

通勤手当
全頷保障限度額20，400円．全額保障限度額を超える場合は超える額の％を

加算‘
異なる

本市交通用具利用者も交通機関利用

者に準ヒて支給。最高支給限度額国

20，400円、本ｉ）ｌ20，400円を超える額は％を加算

※金額は√いずれも月額。なお。本市の住居手当のうち。‘国の制度の一律上積み．1，000円・

は60年度から廃止。／／

（9）ラスパイＩレス指数の状況

年度 指数

55 120．3

56 120．6

57 117．1

58 116．7

59（状算）115，1

※
倒
ラ
ス
パ
’
イ
レ
ス
指

数
は
、
地
方
公
共
団
体
の

職
貝
構
成
が
国
と
同
一
で

あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
に

国
の
給
料
額
を
1
0
0
と
し
て

求
め
ら
れ
る
数
値
。
閃
5
9

年
度
の
数
値
は
、
本
市
が

独
自
に
試
算
。

▲余暇を健康的に（60年3月12＾，

十大久保ふるさと農園で）

（｜緋別職の報酬等の状況（59年4月1日現在）

区、分 給料月額等

給料

市長 700，000円

助役 570，000円

収入役 500，000円

報酬

議長 430，000円

副議長 390，000円

議貝 350，000円

期末・勤勉

手．当．

区分 期末 勤勉

市長

助役

収入役

58年度

支給割合

6月期 1．4月分 0．5月分

12月期 1．9月分 0．6月分

3月期 0．5月分 －

計 3．ａ月分 1．1月分

議長

副議長

議貝

58年度

支給割合

6月期 1．4月分 －

12月期 1．9月分 －

3月．期 0．5月分 －

計 3．8月分 －

ふ
る
さ
と
農
園

利
用
者
を
募
集

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
こ
う
と
、
ふ
る
さ
と
農

園
を
開
設
し
て
い
未
了
。

‘
こ
の
ほ
ど
次
の
と
お
り
空
き

区
画
の
利
用
者
を
募
集
し
禾
ｙ
。

ご
希
望
の
人
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

市
民
素
人
茶
香
服
大
会

▼
と
き
・
：
3
月
2
4
日
間
、
午

後
6
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
：
字

治
商
工
会
議
所
二
階
大
会
議
室

▼
参
加
料
・
：
二
百
円
▼
主
催
…

宇
治
市
茶
業
青
年
会
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
直
接

会
場
へ
。

▼
所
在
地
＝
大
久
保
町
田
原

7
0
の
Ｉ
・
7
1
の
1
▼
募
集
区
画

数
：
力
区
画
【
ｌ
ｙ
】
固
は
約
1
5

・
5
平
方
メ
ー
ト
ル
）
▼
対
象

・
・
・
市
内
に
在
住
か
勤
務
し
て

い
る
人
▼
入
園
料
上
万
二
千

円
（
年
間
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
3

月
2
2
日
か
ら
2
9
日
ま
で
に
電
話

か
、
は
が
き
で
農
林
茶
業
課
へ
。

市職員給与のあら

まし

農林茶業のおし

らせ

電話22-31
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